
ポリゲイア共和国

コチャバンパ地域農地基盤整備計画

牧草種子生産農地基盤施設整備計画

事前調査報告書

平成 2 年1月

社団法人 海外農業開発コンサルタンツ協会



ポリゲィア国：コチャハ’ンハ．地域農地基盤整備計画

牧草種子生産農地基盤施設整備計画

事前調査報告書

目　　次

頁

はじめに

調査位置図

1．ポリゲィア国の概況

1．1自然条件　…－

1．2政治及び経済

1．3　国家開発計画

1．4農業の状況

2．コテ†八’ン八．地域農地基盤整備計画

2．1計画地区の背景と目的　鵬…－・

2．2計画の要旨

2．3計画の内容

2．4計画地区の位置図

3．牧草種子生産農地基盤施設整備計画

3．1計画地区の背景

3．2計画の要旨

3．3計画の内容

3．4計画地区の位置図

4．その他の計画

添付資料

L　現地写真・・－－

2．調査日程・－－・

3．面会者氏名

4．収集資料リスト

●

l

　

　

　

●

l

●
l



はじめに

海外農業開発コンルタント協会の一見である内外エンシーニアリげ株式会社は､海外農業

開発事前調査補助金の交付を得て､平成元年11月29日から12月18E]までの20日間

にわたりホ'TげL7共和国､コテr^'tJ^'州及びへ一=-州において農業開発計画の事前調

査を実施した｡

調査地域は､コテtn'.J八一州の中央部に位置する八一-y'ェセント沖と呼ばれる高原盆地

の農業地帯と,へ一ニー州南部川ニダーートー近郊の熱帯雨林低平地に属するサン帥リート試験

場周辺の未墾地であり､其々の地域に合った農業開発を調査した｡

ホーけィア国における農業開発は､国民径済に与える影響が大きく､国家開発計

画において他の生産部門より開発優先度の高い地位にあるo未一[Jl')ア政府は､カ

ンガイ施設の整備を中心とした農業生産基盤の充実は,農業生産の拡大と生産性

の向上につながるため､農業開発計画を積極的に推進する政策を掲げている｡

また､コチ†八一ン八一州及びへ一ニー州の州境付近にはコカ栽培地帯があるため､この抑制

策としてカンガイ農業による生産の拡大､農民の雇用機会の創出などで,農民の

定住化､地域の発展を図ることを緊急課題としているc

7'ロシーユタトの内容については､概ね以下に記述するとおりであるが,本7'ロシーlクト

ほ国の優先度､緊急度から日本政府の協力が強く要望される｡

この度の調査に当たり,日本大使館, JICAラ^'ス事務所､本'lけィ7農牧省､へ一ニー

州開発公社の協力を得た｡ここに本調査にご協力いただいた関係担当官に対し､

感謝の意を表すとともに､これらの計画が日本政府の協力により､一日も早く実

現することを心からお願い申し上げる次第である.

平成2年1月

調査担当者

桜井正信(内外エンy'ニ7T)ンクー株式会社)
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1.ポリプィア国の概況

1.1自然条件

‡一T)1'17は南米大陸の托=ま中央に位置した内陸国であり､国土面積は110km2で

ある.国土は標高3,000m以上の山岳高原地帯(アルテL7.ラー/ )と､渓谷地帯及び平

原地帯の 3地帯に大別される｡ (図1参照)

山岳高原地帯と渓谷地帯は､それぞれ国土面積の1/5を､平原地帯は3/5を占め

るo気候は平原地帯は熱帯性(年間平均気温約25 ℃)
､渓谷地帯は亜熱帯性(約

18 oC)
､山岳高原地帯は冷涼･乾燥な気候(

8-12℃)であるo

1.2政治及び径済

1)政治

1985年の総選挙で選ばれた八●ス･エステン川大統領は､政権発足当時の八仙●-イ〃レを

1g87年には年間10.6%に収束させるなど社会､経済秩序の安定化を実現し､国際社

会における同国の信用も徐々に回復してきている｡

なお､ 1989年5月に大統領選挙が実施され､新大統領八●ササモーラ氏の政権下にある｡

2)径済

当国の径済は､錫､鉛､亜鉛､銀､銅等の鉱業､天然がス及び農業に支えられて

きたが､ 1978年以降鉱物の国際価格が下落し､石油生産が減少するとともに政情不

安もあり同国経済は急速に悪化した｡そのため1g81年以降5年連続のマイナス成長と

なった｡

しかし､ 1987年7月には経済規模の拡大､径済の再活性化､金融部門の体質強化､

輸出振興等の政策が実施され､マイナス成長がフ●ラスに転L:成長率2.4%を記録したo

なお,ホー]Jl'47国の主な社会･経済指標は次の通りである.

･人口
: 693万人(1g88年)

･人口増加率 : 2.8% (19TO-87年の年平均)

･人種構成 :インテー4オ(ケチエ7族,アイマラ族) 55%

混血(イ1Jl'Lオと白人) 32%

白人 13%

･国内総生産(GDP) : 32億12百万トール(1987年､ IMF)

･一人当り6DP :476r* (1987年, IMF)

_ 1 -



･インフレ率 :10.66% (1987年)

･通 貨
: B
s(‡一T)t-7-I)､変動為替トト採用

1989年11月現在1ト◆*-2.91Bs

1.3国家開発計画

現在､ポリゲィア政府の社会･経済開発政策のベースとなっている''社会･経済

開発計画1989-2000”は1989年に策定された｡この中で､経済面では

ポリプィア径済の成長の主部門は炭化水素,鉱業､農業および軽工業としている｡

輸出市場に対しては鉱業生産と炭化水素の増産を基本とし､農業と軽工業部門を通

しては近代化による国内の必要供給と特に食糧は輸出といった二重の目的を置いて

いる｡計画戦略においては,経済開発を促進する基本的ファクターである輸出に重

点がおかれている｡

社会面においては､極真の撲滅が計画のなかの各分野において最優先とされてお

り､安定した雇用の創出､直接的収入の安定成長の保証､社会保障の提供､教育､

厚生面での公費の支出と低･中所得者層に対する住宅の供給増等を通して民政の安

定をはかるとしている｡

農業部門に対しては下記の3点を主な目的としている｡

a)新規食糧政策の設定

b)輸入食糧の国内生産との置き換え

c)輸出農作物の童の生産拡大

また､農作物別プログラム(小麦､とうもろこし､米､ソルガム､大麦､キヌア､

牛乳､肉等)をとおして国内消費向けに生産性を向上させるとしている｡輸出用作

物の大豆,コーヒー､カカオおよび栗のプログラムをも計画している｡

更に､この計画を実施するために必要な公共投資は下記に重点が置かれている｡

農林研修訓練所(IFA)および農林技術センターの全国的整備

かんがいの整備

改良種子の拡大プログラム

輸出市場基準を保証する農産､畜産衛生プログラム

生産者組合､流通組合の振興

農民開発基金を重点に置いたクレジットの桟構
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1.4農業の状況

ポリプィアの農牧部門は､国内総生産(PIB)の約20%､国の経済活動人口のおよそ

50%を占めている｡更に､サービス､流通､農産加工をとおしてPIBの他部門約20%

が農牧部門をベ-スt'して間接的に生み出されているo

ポリゲィアの総人口7.1百万の内､約40%の3百万が農村部に居住しており､農村

部に属する60万家族の80%以上は年間農業所得USi400以下で農外収入に頼っている

貧困層である｡これらの状況は狭い農地､資金､クレジットおよび技術の不足､共

･同生産の不十分な整備等に起因している｡

農掛こ適した国土面積は877万haといわれているが､現況耕作面積は130万baに

過ぎない｡主な農業生産物は,栄,とうもろこし､ソルガム､大麦､小麦等の穀類､

じゃがいも､キャッサ′ヾ等の根菜類､豆および野菜類､果実類､さとうきび､大豆

等の工芸作物､飼料作物,噂好作物および畜産である｡作物面積の割合は､ 1985年

において穀類49.4%､根菜類15.6%､豆および野菜頬7.4%､果実類5.6%､工芸作

物10.1%､飼料作物7.5%､曙好作物2.2%､その他2.2%､肉牛の餌育頭数は543万

頭となっている｡

80年代における各作物別作付面積の推移は表1に示すとおりである｡

本部門の特徴は下記のとおり要約される｡

a)農業の90%以上が未かんがい下で行なわれている

b)肥培管理と改良種子の使用水準が低く,農牧生産が伝統的システムと労力で行

なわれている

c) ba当りの収量が南米の中で低いレベルにある

d)一般に生産能力と土壌が合ってなく､生態系の損壊を招いている

e)アルテイプラーノや渓谷地域からの労働力の放逐の結果,低平地に関して大き

な圧力が存在している

f)隣接諸国との生産競争力を失っており､著しい生産性の停滞がみられる

g)海外からの食糧調達に関して従来聞達った政策が取られてきた

h)コカ栽培が拡大傾向にある

- 3 _
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表1 作付面積の推移
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2.コテ†Tl'ン八一地域農地基盤整備計画

(八一-シーェ･セント紬用水路網整備計画)

2.1計画地区の背景と目的

コチャハ◆ン11')ilのに=ま中央部にあるコチ†八一ン^'市周辺は八■-1J'ェセント紬と呼ばれ､盆地状

の地形を形成しているため比較的地下水も豊富であり､野菜栽培に適した農地約1

2.000haが広がっている｡

この内､東側約6.080haの上流地域はAⅣGOSTURAと呼ばれる貯水池を水源とする

用水路綱によってカンガイされている｡

残り西側の下流地域はキy'†コサy一】市を中心とした地域で､雨期は周辺の山からの

渓流水により､また乾期は地下水井戸によってカンガイされているo

しかし､いずれの地域も用水路は施設の老朽化､断面不足､未ティニげ水路等で､

また地下水井戸古事未●〃一の故障､井戸の目詰まり､絶対数不足等で､これらの機能

はほとんど発揮されていない｡

従って､カンガイの必要な乾期には耕作が出来ない状態で､通常とうもろこし､

野菜等は年に2-3回栽培が可能であるが､最近では雨期の1回しか栽培出来ない

地域が増加しつつある｡

このため零細な農民は,乾期にはコカ栽培地域へ働きに行く者が多く､そのまま

コカ栽培地域に定着してしまう農民もいる｡

農牧省(MACA)は､このような情勢を打開するため,カンガイ施設の改修､新設

計画を早急に実施出来るよう強く望んでいる｡

カンガイ施設の内,地下水井戸についてはFAOの協力により現地調査が終了して

おり,これを踏まえてコテ†八一川●州開発公社(COEDECO)によって具体的な実施計画が

建てられ､その対策が講じられている｡

また,用水路網については､貯水池より スルテ=I]を径て取水後､南幹線､中央幹

線､北幹線の3系統に分かれている｡この内,スルテ=lIの左岸側をカンガイしてい

る南幹線水路は中国の協力により,改修工事に着手されている｡

しかし､コチ†八●1Jfl'市街周辺を貫通している中央幹線及び北幹線水路については､

未だ具休的な計画はなく､この受益区域である約4,000haの農地の荒廃が進んでい

る｡

従って､今回この2幹線水路約70knの内､老朽化及び未整備区間の改修計画を

樹立することは､通年栽培( 2-3作/年)を可能にするとともに､コカ栽培への

流動化の防止策として多大な効果を持っている｡

また､本地域に建設された｢野菜種子センター+によって生産される優良種子を

_ 6 _



用いた野菜通年栽培が可能となれば､本地域の農業の生産性は飛躍的に向上し､未一

け†ア国での野菜の生産基地としての役目は十分に発揮されることとなるo

2.2計画の要旨

コチ†八一川一州^一-シーェ･セントiA'における北幹線及び中央幹線水路総延長およそ70kmの

内､改修必要区間の現地調査,測圭を実施して充分その機能が発拝できるよう改修

計画を樹立する｡

市街地周辺部は､家庭雑排水の流入が多いため一部路線変更等も考慮しながら最

も経済的で効果のある改修計画とする｡

また､ CORDECOが計画中の下涜地域の地下水井戸計画､中国が実施中の南幹線水

路改修計画及び将来の総合計画であるNISICUNlプロジェクト等と調整しながら妥

当性のある計画規模とするc

これらの他のプロジェクトとの整合した地域総合開発を推進することによって､

国際的社会問題となっているコカ栽培の抑制が実現するとともに､野菜種子センタ

ーを核とした一大野菜生産団地が形成されることとなる.

2.3計画の内容

(1)ハーーシーェ･セントラルにおける北幹線･中央幹線水路網の用水系統の確立

(2)北幹線･中央幹線水路延長70knの内､改修必要区間の調査､測量

(3)改修区間の建設工事

(4)水路維持管理械械

2.4計画地区の位置図

別紙図 2の通り

_ 7 _
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3.牧草種子生産農地基盤施設整備計画

(サンカ州-ト試験場整備及びモデル農地開発計画)

3.1計画地区の背景

へ一ニー州の州都TRINIDAD周辺は､ T7.l'=llの支流であるマモ川Iの影響下にある.河

川は綬やかに蛇行し､流域内に広大な低湿地を形成しながら北下している｡そして､

雨期には増水により地域一体はタT)1チョス と呼ばれる大招地を形成して低位部は水浸

しとなる｡

このため地域の農業は､粗放的な放牧がはとんどで畜産業が中心となっている｡

水のつかない比較的高位部では､自然濯木に覆われており伝統的農法である境地農

業が行なわれており､とうもろこし等が栽培されている｡

また､湿地帯が多いため水稲栽培が徐々に拡大されつつあるが､いずれも零細な

ため生産性は低く､コカ栽培地域へ移動していく農家が増えつつある｡

J(ニー州開発公社(CORDEBEZH )の所有する サン加′r)-ト総合農業試験場はトリニダーツトー市

の南東30kⅦに位置し､比較的高位部にあるため10 -15年に一皮程度の洪水時以外

はめったに水浸しになることはない｡

しかし､本試験場は現在TOObaの土地を所有しているが､この内100baが牧草種

子栽培､水稲栽培､野菜栽培,養豚等に利用されているのみで､残りは原野のまま

である｡

従って､ CORDEBENt では本試験場を今後のへ一ニー州農業開発技術の中心的基地とし

て位置づけ､当州に適した品種､栽培方法等を研究する施設にするとともに､比較

的高位部であり道路沿いの農業開発プロジェクトと合わせて､農業生産性を拡大し､

へ一ニー州全体の農業発展の確立を計ることを切望している｡

3.2計画の要旨

coRDEBENI所有のサン紬I)-ト総合農業試験場700haの土地利用計画を策定し､これ

に必要な圃場整備,用排水路整備及び研究施設等を計画する｡そして､熱帯牧草､

水稲､野菜､果樹等の栽培試験及び機械化農業に関する試験･調査を行ない､へ一ニー

州全体の農業開発技術の確立を目指す｡

また,本試験場より†ン舛k-ス街道を東へ約50kn地点(TOE10付近)でモf'ル的な農

地開発を実施L､コカ栽培へ移動している農民を入植させ､コカインの生産を抑制

するc そして､サン如T)-ト総合農業試験場にて栽培試験等研究された成果を活用し､

へ一ニー州の農産物の生産性の向上を計る｡

- 9 -



3.3計画内容

(1)サン加T)-ト総合農業試験場の整備 700ha (図 3参照)

･圃場及び用排水路整備

･管理室､試験室､倉庫､が卜.{等の建物施設

･各種試験機器

･維持管理及び農業械械､輸送桟械等

･その他､八●門ン･無線･井戸等

(2)モf'ル地区の農地開発 約300ha

･開墾及び土層改良

･圃場及び用排水路整備

3.4計画地区の位置図

別紙図 4の通り

_ 10-
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i.その他の計画

タカグア地区農地基盤整備開発計画

首都ラパス南方250kTnオルロ州に位置する本地区は古くから農地の開発が進めら

れており､ラパスへの畑作物(玉ねぎ,小麦､じゃがいも等)の供給基地となって

いる(別紙図 5参照) ｡ 本地区の水源施設は,タカグア川の下流に約30年前に

建設されたタカグア貯水池であり,有効貯水量4500万トンに対して数百ヘクター

ルの耕地が澄渡されているに過ぎない｡この原因として水路施設が不備であること

と､貯水池上流域の土砂流入により貯水量の低下､取水施設の一部破損があげられ

る｡

現地調査を行なったところ､貯水池の堆砂は著しく､貯水容量の半分以上は堆砂

により既に埋没し､又､洪水吐の流末が破損していた｡ この貯水池の管理主体者

であるオルロ地方開発公社(corporacion de Desarrollo de Oruro)によると､約10

年前からこのダムの改修と用水路綱の整備を検討しているが予算不足のため事業が

実施できず現在に至っているとの事であった｡

生色監壷

名称 タカグア ダム

本堤 堤高:2･Om､堤長: 180n

副堤 堤高: 2n､堤長:1000Tn

開発公社が立嘉している貯水池改修案は,堤体を2m嵩上げし､ 8000baの農地に用

水受益させる計画となっているが､現地調査では､ 5m程度の堤体嵩上げは､充分可

能性があり､副ダムは汝諜土を利用しての嵩上げが有望と考えられた｡なお､今後

とも予想される堆砂の防止対策は､今後検討する必要がある｡

オルロ開発公社は､社会的要請が強い本事業を小規模な投資で発現効果が早期に

期待でき､技術的問題が少ないことから,最優先事業として位置づけ,わが国に資

金援助の要請をしたいと考えているところである｡
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添付資料

1.現地写真

2.調査の日程

3.面会者氏名

4.牧集資料リスト
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2. 調査の日程

日程 曜日- 行程

ll.29 水 ･成田発17:55リマ着23:40

ll.30 木 ･T)マ発13:00ラハ●ス着15:35

12.1

12.-2

金

土

･日本大使館表敬,JICA表敬

･MACA(川崎氏)より農業開発事情聴取

･資料収集,スケシーエール協議

12.3 日 ･資料整理及び分析

12.4

12.5

月

火

･ラハ●ス発8:10)チ†八一川◆着10:30

･MACAコチ†八一1J八一事務所より農業開発事情聴取

･CORDECOにて事情聴取､現地踏査

12.6

12.7

水

木

･コh八一)n一発9:30川ニターーr著15:30

･CORI)EBENI総裁挨拶,農業開発事情聴取

･フ○ロリーェク川イト現地調査

12.8 金
･CORDEBENlと7●ロンーェクトについて協議

12.9

12.10

土

日

･資料整理

･川ニクーーr発15:30コチ亨八一ン八一着16:?0

･資料整理及び分析

12.ll 月 ･野菜種子センター及びcoRDECO農場視察

12.12

12.13

火

水

･コチ†八一ン八一発9:30ラ11●ス著10:30

･JICAへ報告､打合せ

･日本大使館､MACA報告､挨拶
12.14 木

･ラ八●ス発10:08I)7著10:50
12,15 金

･DONOSO農業試験場視察‾
12.16 土 ･資料整理及び分析

12.17 日
･1)7発‾1:30ロス着8:40ロス発12:10

12.18 月
･成田着16:40
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3.面会者氏名

･在ホーlげィ7 E(本大使館

岡 紀麿 :参事官

･

JICAホーT)1'L7事務所

奥田 隆男 :所長

笠間 字彦

･農牧省(NACA)
Eernan Zeballos Iurtado :副大臣

川崎 敏 : JICA専門家

･姐ACAコチ†八一ン八'事務所

Ing. Luis Arce Pereira

lng. Jorge Caballero

lng. Ganboa Eufronio

lng. Oscar Angulo

: Director Dept. MACA CBBA

: Jefe de canal para riego

: Encargado Pozo

: Agronomo

･ COEDECO (コチtfl'y^'州地方開発公社)

Lic. Guido EspiれOZa Teram:Gerente Desarrollo Agropecuario

lng. Eipolito Caspadas Caero

･ coRDEBEⅣl (へ'=-州地方開発公社)

Lic. Gelardo対ercado Nendoza

lng. Carlos Monasterio Chavez

Dr. Rigoberto Becerra ∫.

Lic. GerTnan Chavez Velasco

Amparo Cuellar de Teran
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:presidente de CORDEBENI

:Gerente
General

:Sub Gerente de Empresos

:Jefe
Dpto. Empresos

:Eepresentante de la Oficina

de LA PA富



4.収集資料リスト

1. ESTRATEGLA DE DESARROLLO ECONO削CO

Y SOCIAL 1989-2000

2.ESTADISTICAS ECONO姐ICAS 1989

3.BOLETJN ESTADJSTICO No.262

4.Boletin infomativo 5冊

5.PROYECCIONES DE LA POBLACION

DE BOいVIA

6. ESTATUTOS DE COZWEBENL

7.BOLETIN tNFORMATIVO DE CORDEBEⅣⅠ

8.EXPいCAC10N SOBRE EL DISENO TECNICO-

CONSTRUCCION DE LA REIABILITACIOⅣ I)E

CANALES DE 】!lEGO

9. PROYECTO INTEGRADO DE DESARROLLO RURAL

CEA LLAPATA一丁A CAGUA

10.PROYECTO MISICtJNI PRIWERA ETAPA

EESUMEⅣ PAEA EJECUTIVOS

ll･コチャ八一ン八一周辺1/50,000地形図 6枚

12･コチ†]i'川一周辺土地利用計画図 3枚

13.トl)=ターード周辺1/500,000地図

_ 22 _

削NISTEGLO DE PLANEA削ENTO y

COO】il)lNAC10N

ttONORABLE CA地ARA DE DIPUTADOS

BANCO CENTRAL DE BOLIVIA

INSTITUTO NACIONAL DE ESTADISTtCA

川STITUTO ⅣAC10NAL DE ESTADISTICA

CORPORACJON丑EGJONAL DE DESARROLLO

DEL BENl (CORDElまENl)

CORPORACIOⅣ REGIONAL DE DESARROLLO

DEL BENT (COZuEBENり

NACA. COCHABAMBA

MACA-I ICA

E祖PRESA旭ISICl】胡l

INSTITUTO GEOGEAFICO MILITAR

(I.G.臥)

PLAN DLRECTO丑DE LA REGION URBANA

DE COC牲ABA姐BA

CORDEBENI
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